
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内燃機関の、特に蓄圧噴射装置でもって作動し、ディーゼル油または重油でもって運転
される内燃機関の、噴射システムの噴射装置のための制御弁であって、この内燃機関にお
いて、
この噴射装置が、噴射ノズル（２）、およびノズルニードル（３）を有し、
このノズルニードルが、噴射媒体でもって付勢された状態で、閉鎖位置と開放位置との間
で位置変化可能であり、
並びに、制御弁（８）を介して開放方向に付勢するために、この噴射システムの高圧側（
供給管路接続部（１２））と、および、
閉鎖方向に付勢するために、この高圧側（供給管路接続部（１２））に対しての接続部の
遮断の際に、この噴射システムの低圧側（管路接続部（１４））と接続されており、
その際、この制御弁（８）が、３／２路方向制御弁として、
ハウジング穿孔内において案内された、この制御弁の圧力作用面に関連して、バランスさ
れた２つの封隙面（３３；３７）を有する制御ピストン（９）を備えており、
これら封隙面の一方の封隙面（３３）が、直径を拡大された、制御ピストン（９）の肩部
に設けられており、
この肩部が、この制御ピストン（９）の環状室（３１）から、このハウジング穿孔の弁チ
ャンバー（３２）への移行部において位置する封隙境界に設けられており、
この封隙境界が、閉鎖状態としての、高圧側（供給管路接続部（１２））との接続により
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与えられた、開放方向でのノズルニードル（３）の付勢を遮断制御する状態において、制
御ピストン（９）の環状室（３１）から弁チャンバー（３２）への結合を遮断し、
および、これら封隙面の他方の封隙面（３７）が、低圧側（管路接続部（１４））に対す
る弁チャンバー（３２）の結合部内において位置する、低圧側の、封隙面（３６、３７）
によって形成された封隙境界に所属しており、
この封隙境界が、閉鎖状態において、同軸に、この制御ピストン（９）内において位置す
る穿孔部（２４）を介して延びる、低圧側（管路接続部（１４））への結合を遮断制御す
る様式の上記制御弁において、
制御ピストン（９）が、圧力作用面の均衡によって、支持ピストン（２５）でもって圧力
バランスされており、この支持ピストンが、低圧側（管路接続部（１４））への結合部内
において位置する制御ピストン（９）の穿孔部（２４）内で、軸線方向に位置固定の支持
部において、摺動可能に案内されていること、および、
低圧側の封隙境界が、この支持ピストン（２５）の封隙面（３６）、および、この制御ピ
ストン（９）内において所属する封隙面（３７）によって、形成されて

こ
とを特徴とする制御弁。
【請求項２】
　支持ピストン（２５）は、ハウジング穿孔内において位置する封隙境界の封隙面（３３
）を担持する、制御ピストン（９）の領域に設けられていることを特徴とする請求項１に
記載の制御弁。
【請求項３】
　支持ピストン（２５）を収容する、制御ピストン（９）の領域は、ハウジング穿孔内に
おいて位置する封隙境界に関して向かい合って位置する制御ピストン（９）の案内領域よ
りもより大きな直径を有しているように構成されていることを特徴とする請求項２に記載
の制御弁。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
本発明は、内燃機関の、特に蓄圧噴射装置でもって作動し、且つディーゼル油または重油
でもって運転される内燃機関の、噴射装置のための制御弁に関する。
【０００２】
　蓄圧噴射装置を有し、且つ、噴射ノズル、およびこの噴射ノズルに設けられた、アクチ
ュエータを介して負荷された制御弁を有する、内燃機関のための噴射装置は、ヨーロッパ
特許出願公開６５７　６４２　Ａ２号明細書から公知である。この制御弁は、圧力貯蔵部
、噴射ノズル、および還流部への接続結合部を有しており、且つ、３／２路方向制御弁の
機能状態において、切替え位置に依存して、噴射ノズルを圧力貯蔵部、または還流部と結
合し、並びに、両方の切替え位置の間の移行段階において、噴射ノズル、圧力貯蔵部およ
び還流部と結合している。この噴射ノズルのノズルニードルは、噴射媒体 圧力側
の負荷によってこのノズルニードルの開放位置の方向に向けて、および、還流側の負荷に
よってこのノズルニードルの閉鎖位置の方向に向けて付勢されており、このノズルニード
ル 、圧力貯蔵部と噴射ノズルとの間の接続結合部が切替えられた際に
。還流側の負荷の際、

この制御弁は、この公知の解決策において、
この制御弁の圧力作用面に関連して、この制御弁が、両方のストローク方向において、即
ち開放された状態、および閉鎖された状態において圧力バランス（ druckausgeglichen）
されており、従って、アクチュエータによって付与されるべき力を介して、単に、このノ
ズルニードルをこのノズルニードルの閉鎖位置の方向に向けて付勢するばね力が克服され
得るだけであるように寸法設定されている。
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おり、該支持ピス
トン（２５）の中を通って延在する管路案内部（結合管路（３８））が設けられている

でもって

は 噴射口を開口する
還流側で与えられた圧力及び閉鎖ばねを介して作用するノズルニー

ドル上の閉鎖力は圧力に依存して増強され、これにより、このノズルニードルは、噴射ノ
ズルへの圧力貯蔵部の結合及び還流への遮断制御（ abgesteuerter）された結合の切換え
の際に、このばねの閉鎖力とは逆の圧力側の負荷によって座から解離された開放位置へと
押圧されない限り、閉鎖位置に保持される。



【０００３】
その他になお、請求項１の上位概念による噴射装置のための制御弁が、実務から公知であ
り、これら噴射装置の制御ピストンは、２つの管路接続部の間の通過結合部を、２／２路
方向制御弁の様式で制御し、且つ、両方のストローク方向、即ち開放された状態および閉
鎖された状態における圧力バランスを顧慮して、支持ピストンを備えており、この支持ピ
ストンが、制御ピストンに対して同軸の、この制御ピストン自体の収容穿孔部内において
位置しており、且つストッパーに抗して支持されており、この支持ピストンに対してこの
制御ピストンが摺動可能である。この収容穿孔部内において、この支持ピストンは、これ
ら管路接続部の通過結合部と接続された支持チャンバーを画成しており、従って、チャン
バー圧力が、制御ピストンおよび支持ピストンを、互いに離反する方向で負荷し、且つ、
この支持ピストン、もしくは収容穿孔部の断面を介して、制御ピストン側で与えられる圧
力作用面内における相違がバランスされ得る。
【０００４】
従って、本発明の根底をなす課題は、冒頭に記載した様式の制御弁を、更に別の管路接続
部が制御され得るように形成することである。
【０００５】
この課題は、本発明に従い、請求項１の特徴によって、詳しく言うとつまり制御摺動体と
しての支持ピストンの使用によって達成され、その際、この支持ピストンが、支持チャン
バーと、１つの更に別の管路接続部との間の結合を制御し、従って、制御弁のために、３
／２路方向制御弁の機能が与えられ、この３／２路方向制御弁が、この支持ピストンを介
しての圧力作用面の平衡（ Abgleichs）の可能性によって、この制御摺動体としての支持
ピストンの同時の使用の際に、制御ピストンの形態に関連する構造的な自由性を拡大する
。
【０００６】
本発明の範囲内において、支持ピストンを収容する制御ピストンの領域を、封隙エッジ部
を担持するこの制御ピストンの領域に設けることは、合目的であることは明らかであり、
この制御ピストン９が、合目的に、複数の管路接続部の間の通過結合部の部分としての弁
チャンバーによって囲繞されており、従って、短い結合道程が実現され得ると同様に、合
目的な接続部の形態が支持チャンバーに実現され得る。
【０００７】
封隙エッジ部に関して、弁チャンバーが、向かい合って位置するように制御ピストンを介
して、更に別の環状室を画成し、この環状室が、有利には、直径において減少されたこの
制御ピストンの領域によって形成されており、且つこの環状室に、１つの管路接続部が設
けられており、従って、２つの管路接続部が、封隙エッジ部を介して制御されており、且
つ、第３の管路接続部が、制御摺動体としての支持ピストンを介して制御されており、そ
れによって、同様に貫通流動状況の調整ためにも有利な前提となる諸条件が、短絡相にお
いて与えられ、この短絡相内において、この制御ピストンが、この制御ピストンの封隙エ
ッジ部でもって、一方の封隙境界から他方の封隙境界に移動することは、合目的である。
【０００８】
蓄圧噴射装置でもって作動する噴射システム内における噴射装置の使用を顧慮して、高圧
流入が、封隙エッジ部の片側に位置する環状領域に対して行われ、且つこの高圧側の結合
が、噴射ノズルへと、弁チャンバーから分岐し、この弁チャンバーから、同様に支持ピス
トンを介して制御されている還流も分岐している場合、その際、還流側に管路接続部が、
制御ピストンに対しての、この支持ピストンの軸線方向の相対的な位置に依存して、断面
積でもって規定され得ることは、特に合目的である。
【０００９】
支持ピストンを形成するために、この支持ピストンが、収容穿孔部に設けられた、円錐形
の封隙区域として形成されている封隙面を有していることは、合目的であることは明らか
である。
【００１０】
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本発明の更なる詳細、および特徴は、従属請求項から与えられる。更に、本発明を、以下
で、更なる詳細を有する実施例に基づいて説明する。
【００１１】
図において、符号１でもって噴射装置１が参照符号を付けられており、この噴射装置は、
図１により概略的に図示されているように、ノズルニードル３を有する噴射ノズル２を有
しており、このノズルニードルが、このノズルニードルの閉鎖位置の方向に向けて、ばね
室４内において配置されたばね装置５を介して付勢されており、その際、圧力室６が、こ
のノズルニードル３に対して反対方向で、このばね室４と接続しており、この圧力室内に
おいて、圧力負荷の際に、このばね装置５をこのノズルニードル３の閉鎖位置の方向に向
けて付勢する押圧ピストン７が設けられている。
【００１２】
　更に、噴射装置１は、制御ピストン９を有する制御弁８を備えている。この制御弁８を
介して、高圧側および低圧側への接続が制御され、その際、 が蓄圧システムとし
て、コモンレールシステムの様式で、例えば公知であるように、噴射装置１が高圧側にお
いて、図示されていない高圧フュエルチャンバーと結合されている。
【００１３】
制御弁８は、マグネットアクチュエータ１０を介して制御され、その際、この実施例にお
いて、力の増強のために、更に、必要な制御力がこのマグネットアクチュエータ１０を介
して提供され得ず、及び／または切替え工程が過度に遅鈍に経過する場合に特に使用され
得るような、サーボ制御弁１１が、間挿されている。
【００１４】
制御弁８に設けられ、および制御ピストン９を介して制御される供給管路接続部が、符号
１２から１４まででもって参照符号を付けられ、且つ、特に図２において具体的に説明さ
れており、その際、この管路接続部１２は、高圧側の流入部として使用され、且つ高圧フ
ュエルチャンバーへの結合を形成している。この接続部１３は、噴射ノズル２への結合状
態にあり、その際、所属する管路１５が、図１において図式化されて具体的に説明されて
いるように、圧力チャンバー１６に対して出口を備えており、従って、ノズルニードル３
の圧力肩部１７を介して、このノズルニードルは、適当な圧力負荷の際に、開放方向に、
特にばね装置５によって付与された閉鎖圧力に抗して、上昇させられる。
【００１５】
管路接続部１４を介して、還流が行われ、その際、所属する還流管路１８が、圧力保持弁
１９を介して、図示されていない貯蔵容器に対して出口を備えており、且つ、圧力室６と
、針孔状導管２０を介して結合されている。この圧力室６を起点として、その他になお、
低圧側へと案内する絞り管路２１が延びており、この絞り管路は、低圧側で、少なくとも
圧力室６に至るまで、管路１４への供給に依存する最小圧力を、及び／または組み合わさ
れた絞り弁として所定の最小圧力を保証する。
【００１６】
制御ピストン９は、ピストン軸線２２に対して同心的に、この制御ピストンの端面２３を
起点として延びる収容穿孔部２４を有しており、この収容穿孔部内において、支持ピスト
ン２５が軸線方向に摺動可能に案内されており、この支持ピストンが、ハウジングに固定
の、この収容穿孔部２４を架橋する支持ビーム２６に対して支持されており、この支持ピ
ストンが、それ自体、サーボ制御弁１１の調節ピストン２８の指状支持体２７によって抱
き込まれており、これら支持指状体が、この制御ピストン９の端面２３に対して支持され
ている。この支持ビーム２６は、制御ピストン９のための収容部を形成している下側のハ
ウジング部分２９と、上側のハウジング部分３０との間の移行部において位置している。
これらハウジング部分２９、３０は、平坦面を介して接し合うように隣接して、相対して
固定されている。
【００１７】
管路接続部１２に、制御ピストン９内において、直径において減少された環状室３１が設
けられており、この環状室は、管路接続部１３に設けられた弁チャンバー３２に対して、
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このこと



制御ピストン９の封隙エッジ部３３を介して画成されており、この封隙エッジ部が、相応
するハウジング側の弁座と共に、これら管路接続部１２と１３との間の封隙境界を形成し
ており、この封隙境界は、制御ピストン９がハウジング上側部分３０の方向に向けて上昇
させられた場合に、これら管路接続部１２と１３との間の結合を解放し、且つこのことに
よって、噴射媒体は管路１５を通して圧力チャンバー１６に供給され、従って、ノズルニ
ードル３が、ばね装置５の力に抗して開放方向へと上昇させられる。
【００１８】
制御ピストン９のストロークに相応して、この制御ピストン９と、収容穿孔部２４内に設
けられた支持ピストン２５との間の軸線方向位置ずれが行われ、この支持ピストンは、制
御摺動体として形成されており、且つ弁チャンバー３２と還流側の管路接続部１４との間
の結合を制御する。この目的で、この支持ピストン２５を介して、収容穿孔部２４内にお
いて支持ビーム２６に対して向かい合って位置する状態で画成された、横方向管路３５を
介して弁チャンバー３２と結合状態にある、支持チャンバー３４は、還流側の管路接続部
１４と遮断制御可能（ absteuerber）に結合されており、このために、この制御摺動体と
しての支持ピストン２５に、この実施例において、円錐形の封隙面３６が設けられており
、この封隙面に、横方向管路３５への移行部において、収容穿孔部２４の側から座面３７
が適合しており、従って、制御ピストン９内へ、この収容穿孔部２４の座面３７への方向
に支持ピストン２５が走入された場合、弁チャンバー３２と管路接続部１４との間の流過
結合は遮断されている。この支持チャンバー３４は、この封隙面３６および座面３７によ
って形成された封隙境界が開放された場合、結合管路３８を介して環状管路３９と結合さ
れており、この環状管路は、支持ピストン２５の周囲に設けられており、且つ軸線方向の
重なり合い領域内において、半径方向の管路接続部１４に延びる結合穿孔４０に対して位
置している。
【００１９】
制御ピストン９に対する、制御摺動体としての支持ピストン２５のストロークに関連付け
られて、上記の開放の際、封隙面３６および座面３７によって形成された封隙区域内にお
ける開口断面積４１、および、結合穿孔４０に対する環状管路３９の重なり合い断面積４
２は、これら結合穿孔の最大の大きさと同様に、ストロークに依存してその都度に解放さ
れる断面積にも関連して互いに変化し、従って、弁チャンバー３２から還流側の接続部１
４への結合は、抑制されるだけでなく、絞り度に関連して、ストロークに依存して制御も
行われ、それによって、ノズルニードル３の開放および閉鎖特性が、制御弁８の切替えの
際に調整され、特にしかもまた、接続部１２と１３との間の結合と同様に接続部１３と１
４との間の結合も解放されている場合、このノズルニードル３の開放および閉鎖特性が、
切替え段階において調整され、従って、短絡状態が与えられている。
【００２０】
この場合、噴射を開始する際、制御ピストン９が、増大して益々大きくなる流過断面を、
封隙エッジ部３３を介して解放し、従って、圧力が管路１５内において迅速に上昇すると
いうことが基礎とされるべきである。接続部１４への低圧側の流過結合は、同様にまだ開
放されており、圧力保持弁１９および絞り管路２１を介して、しかも、押圧ピストン７が
、相応して圧力負荷され、且つ従って、ばね装置５に対して補足的に、ノズルニードル３
を、更にこのノズルニードルの閉鎖位置に保持することが保証されている。このことは、
同様に、この押圧ピストン７の相応する圧力負荷を有する他の操作状態の場合にも言える
ことであり、従って同様に、次に述べられる流量制限弁の機能が、まだ動作されてなく、
この流量制限弁が、即ちまだ閉鎖するのではなく、むしろ場合によっては、ただ閉鎖位置
の前方に設けられた可逆的な中間位置を占める場合にも言えることである。
【００２１】
制御ピストン９の更に別のストロークにおいて、管路接続部１２と１３との間の流過断面
積は拡大し、しかも同時に、管路接続部１３と１４との間の結合が、制御摺動体として作
用する支持ピストン２５によって、益々遮断制御される。相応して、還流側の圧力は低下
し、且つ、押圧ピストン７を介して付与された閉鎖力－圧力割合が減少する。同時に、管
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路１５内における圧力が上昇するので、ノズルニードル３は浮揚し、且つ噴射が開始する
。
【００２２】
この（噴射開始）時点は、適当なストローク位置における、または更にそれを越えて中間
ストローク位置における、機能不良によって引き起こされる制御ピストン９の停留（ Verh
arren）の際に、および、それに由来してそれに続く連続噴射の際に、流過する燃料量が
、有利には更に還流部を介して流出する割合をも含めて、許容範囲内で最高の噴射量の、
機能に適合する周期的な噴射の際に生じる燃料量よりもより多い燃料量であり、従って、
高圧側の流入部において位置する図示されていない流量制限弁が応動し、且つ、この高圧
側の流入部が閉鎖するように選択されており、且つ適当な断面積が適合されている。還流
部を介して流出する割合の顧慮により、特に微細な制御が可能である。
【００２３】
噴射を終了する場合、図２においてばね４３によって示したように、制御ピストン９はば
ね付勢され、並びに、サーボ制御弁１１によって接続された圧力によって、再び、この制
御ピストンの図に示された出発位置の方向に向けて移動され、この出発位置において、管
路接続部１２と１３との間の結合が、封隙エッジ部３３を介して遮断制御される。従って
、同様に支持ピストン２５も、制御ピストン９に対して移動され、従って、低圧側で生じ
る圧力室６内における圧力上昇を介して押圧ピストン７が負荷され、且つ、ばね装置５の
力に重畳された状態で、ノズルニードル３を閉鎖方向に付勢し、これに伴い、噴射が遮断
制御される。
【００２４】
本発明の場合、異なる大きさの圧力負荷された制御ピストンの面の、および、それから結
果として生じる調節力のバランスのために使用される支持ピストン２５が、制御摺動体と
して利用され、従って、この支持ピストン２５を介して、両方のストローク方向において
、即ち開放および閉鎖された状態において、圧力のバランスが達せられるだけでなく、同
時に付加的な制御機能も感知され、このことが簡略化された全体構造を誘起する。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明による噴射装置の基本的な構造を示した、概略的な断面図である。
【図２】　制御弁の制御ピストン領域における、噴射装置の部分図の、その際にこの部分
図がＡでもって図１において示されている、著しく概略的な断面図である。
【図３】　図２における部分Ｂの、更なる部分拡大図である。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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